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「天
神
会
」
は
病
院
、
診
療

所
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
計
６
施

設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
医
療
法

人
の
中
で
も
公
益
性
が
高
い

「社

会
医
療
法
人
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
中
核
施
設
の

「新
古

賀
病
院
」

（久
留
米
市
天
神
町
）

と

「古
賀
病
院
２．
」

（同
市
宮
ノ

陣
）
に
つ
い
て
、
そ
の
特
長
を

一

層
強
化
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

新
古
賀
病
院
は
、
緊
急
性
が
高

―

ド

い
患
者
に
医
療
を
提
供
す
る
急
性

期
病
院
で
、
特
に
循
環
器
科
に
強

み
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
救
急
医

療
も

「２４
時
間
３
６
５
日
」
の
受

け
入
れ
態
勢
を
構
築
し
て
お
り
、

救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
は
年
間
３

千
件
以
上
で
す
。
２
年
後
に
は
病

棟
を
増
築
し
、
救
急
外
来
の
態
勢

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（集
中
治
療
室
）
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ

（高

度
治
療
室
）
も
増
床
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
方
、
古
賀
病
院
２‐
は
が
ん
治

療
や
整
形
外
科
で
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
は
病
院

近
く
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
訪
間
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
併
設
し

た
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「こ

が
ケ
ア
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

（全
７５

室
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

来
年
、
新
た
な
介
護
老
人
保
健

施
設
を
古
賀
病
院
２．
に
併
設
し
ま

す
。
６０
の
居
室
と
、
２０
床
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
１４
床
の
緩
和
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
を
備
え
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

急
性
期
医
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、
介

護
に
至
る
ま
で
切
れ
目
な
い
ケ
ア

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
社
会
医
療
法
人
と
し

て
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

父
、　
一
雄
が
天
神
会
の
礎
と
な

る
古
賀
医
院
を
久
留
米
市
内
に
開

設
し
た
の
は
、
終
戦
間
も
な
い
昭

和
２‐
年
で
す
。
Ｘ
線
検
査
装
置
を

い
ち
早
く
導
入
す
る
な
ど
、
先
端

医
療
へ
の
関
心
が
高
く
、
先
見
の

明
も
あ
り
ま
し
た
。
父
の
姿
を
見

て
育
っ
た
私
も
、
自
然
と
医
師
を

志
し
ま
し
た
。

「患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
高
の

医
療
を
」
。
こ
ん
な
思
い
か
ら
、

最
新
の
医
療
機
器
を
導
入
し
て
き

ま
し
た
。

例
え
ば
、
新
古
賀
病
院
で
平
成

‐９
年
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
画
像
と
心
機

能
を
確
認
す
る

「心
筋
シ
ン
チ
画

像
」
と
の
融
合
立
体
画
像
診
断
を

始
め
、
心
筋
梗
塞
予
防
に
活
用
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
初

の
取
り
組
み
で
す
。

古
賀
病
院
２．
で
は
、
２０
年
に
開

設
し
た
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

で
、
が
ん
病
巣
に
放
射
線
を
照
射

し
、
前
立
腺
が
ん
な
ど
を
切
ら
ず

に
治
す

「ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」
を
、

関
西
以
西
の
西
日
本
で
２
番
目
に

導
入
。
治
療
症
例
は
現
在
ま
で
に

１
千
件
を
超
え
、
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。

今
年
１
月
に
は
、
最
新
鋭
の
内

視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
も
導
入
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
高
度
医
療
の
道
を
突

き
進
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
医
療

に
関
わ
る
人
間
が
強
く
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
患
者
さ

ん
の
心
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
し
ょ

｝つ
。私

は

「良
心
的
自
己
満
足
医
療

か
ら
の
脱
却
」

「本
音
で
語
り
合

え
る
文
化
」
と
い
っ
た
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー

（哲
学
）
を
示
し
ま
し

た
。
各
職
場
で
は
こ
れ
を
基
に
、

朝
礼
な
ど
の
場
で
朗
読
し
た
り
、

職
員
同
士
が
体
験
談
を
語
り
合

い
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
磨
い
て
い
ま
す
。
天

神
会
は
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を

幅
広
く
考
慮
す
る

「
全
人
的
医

療
」
の
実
践
を
目
指
し
て
い
る
の

で
す
。

２４
年
４
月
、
天
神
会
は
福
岡
県

調
癖
「
お
』
謝
』
離
噸
漱
識
」
艤

地
な
ど
公
益
性
の
高
い
医
療
を
担

う
責
任
が
、
以
前
に
も
増
し
て
大

き
く
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

こ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
、
２４

年
１２
調
肛
鷲
八
女
市
南
部
の
山
間

部
、
辺
春
地
区
に
診
療
所
を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
無
医
地
区

で
、
住
民
約
７
０
０
人
が
診
療
所

開
設
を
求
め
る
署
名
を
八
女
市
に

提
出
。
市
が
診
療
所
を
募
集
し
た

こ
と
を
受
け
、
僻
地
医
療
に
貢
献

し
よ
う
と
、
手
を
あ
げ
た
の
で

す
。正

直
言
っ
て
、
経
営
的
に
は
厳

し
い
。
し
か
し
、
住
民
の
方
々
か

ら
は

「
こ
れ
で
安
心
し
て
住
め

る
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
住
民
を
対
象
と
し
た
健
康
増

進
教
室
も
す
で
に
３
回
開
き
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
へ
の
貢

献
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
医
療
の
進
歩
を
取
り
入
れ
た

最
高
の
医
療
を
目
指
す
姿
勢
も
持

ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（田
中

一
世
〉

昭
和
２．
年
４
月
、
古
賀
伸
彦
理
事
長
の
父
、　
一

雄
氏
が
開
設
し
た
内
科
医
院
が
ル
ー
ツ
。
平
成
４

年
６
月
、
医
療
法
人

「天
神
会
」
を
設
立
し
、
２４

年
４
月
、
社
会
医
療
法
人
と
な
っ
た
。
新
古
賀
病

院
、
古
賀
病
院
２．
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
野
伏

間
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
こ
が
ケ
ア
ア
ベ
ニ
ュ
ー

（い
ず

れ
も
久
留
米
市
）
と
辺
春
診
療
所

（八
女
市
）
の

６
施
設
を
運
営
す
る
。
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医
療
と
介
護
「切
れ
目
な
い
ケ
ア
」を


